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○議長（吉田敏郎） 

皆さん、おはようございます。 

ただいまの出席議員は１１名です。定足数に達しておりますので、これより令和

４年７月随時会議を開催いたします。 

午前９時００分 開議 

○議長（吉田敏郎） 

７月随時会議の議事日程（案）につきましては、本日開催されました議会運営委

員会において決定をされたものです。 

お手元に送付のとおりで、御異議ございませんか。 

 （「異議なし」という者多数） 

○議長（吉田敏郎） 

御異議なしと認め、７月随時会議の議事日程につきましては、議事日程表のとお

りと決定いたしました。 

なお、本随時会議においては新型コロナウイルス感染防止のためマスクの着用と、

着座での発言を許可しております。 

直ちに日程に入ります。 

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。開成町議会会議規則第１２２条の

規定により、議長において、１１番、湯川洋治議員、１番、下山千津子議員の両名

を指名します。 

日程第２ 議案第３５号 財産の取得について（令和４年度開成南小学校児童用

木製ロッカー購入事業）を議題とします。 

提案理由を町長に求めます。 

町長。 

○町長（府川裕一） 

提案理由。開成町立開成南小学校に備える備品を取得するため、物品購入契約を

締結したいので、地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により提案いたします。よろし

くお願いいたします。 

○議長（吉田敏郎） 

細部説明を担当課長に求めます。 

参事兼学校教育課長。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

それでは、議案第３５号 財産の取得につきまして御説明をさせていただきます。 

名称につきましては、令和４年度開成南小学校児童用木製ロッカー購入事業とな

ります。 

財産の種類は、動産（物品）となります。 

数量は、教室用ロッカー２４台、廊下用ロッカー１２台、特別支援学級用ロッカ

ー１台。 
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契約の方法は、公募型指名競争入札。 

契約金額は、１,８５９万円。うち取引に係る消費税額及び地方消費税額１６９万

円となります。 

契約の相手方は、神奈川県平塚市平塚４―１６―１９、日欧事務機株式会社平塚

支店、支店長廣瀬正典。 

工期は納入期限を令和４年８月２６日と設定しております。 

２ページにつきましては参考資料ということで、本事業の入札結果となります。

お目通しをいただければと思います。 

３ページ、事業概要になります。 

今回の事業実施の経緯といたしましては、開成南小学校ではこれまでも各児童の

手荷物や体操服、楽器等の収納スペースが不足している状況がございましたが、廊

下や空き教室等を収納スペースに活用し、実施をしてまいりました。しかし昨今、

毎年の児童数増加が継続している状況に加え、令和４年度には全体で普通学級１ク

ラス、特別支援学級２クラスの計３クラスが増加したため、十分な収納スペースの

確保が困難となり、児童用木製ロッカーの購入に至ったものでございます。 

購入備品の内容につきましては、普通教室の既存のロッカーにそれぞれ１段ずつ

増設する形式で、６学年４クラスずつに計２４台、各学年の廊下スペースに共用ロ

ッカー各２台の計１２台、特別支援学級へ新規に児童用木製ロッカー１台を設置い

たします。 

説明は以上となります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田敏郎） 

説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑をどうぞ。 

１０番、井上慎司議員。 

○１０番（井上慎司） 

１０番、井上慎司です。 

今回のこのロッカー購入なんですが、ロッカーの購入というのは既存のロッカー

を完全に更新するわけではなく、今の御説明だと既存のロッカーを１段だけ増設す

るということでしょうか。また、その増設の場合は備品を購入してただ置くだけで

はなく、この契約金額の中には工事費というものが含まれるのでしょうか。よろし

くお願いいたします。 

○議長（吉田敏郎） 

参事兼学校教育課長。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

それではお答えいたします。 

形式とすれば１段増やすということで御説明差し上げましたが、基本的に全て新

規ということで、物品の購入ということになります。 

以上です。 

○議長（吉田敏郎） 
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１０番、井上慎司議員。 

○１０番（井上慎司） 

１０番、井上慎司です。 

この購入ということですが、先ほどもお聞きしましたが、オーダーメイドのもの

を建築工事としてそこで取りつけるような形ですか。それともただ運んできたもの

をそこに設置するだけの状態でしょうか。 

○議長（吉田敏郎） 

参事兼学校教育課長。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

お答えいたします。 

既存のものに１段上乗せする形なので、教室用のものはですね。廊下用のものと

特別支援学級用のものは完全に新規のものなので持ってきて設置をするという形。

それと各学級用のものも既存のロッカーの上に置くような形ですので、既存のもの

を持ってきてその上に設置をするということで、全て新規ということになります。 

○議長（吉田敏郎） 

よろしいですか。 

１０番、井上慎司議員。 

○１０番（井上慎司） 

１０番、井上慎司です。 

総額１，８５９万円ということで、このロッカー計３７台でこれほどお金がかか

るものなのかなというのが率直な疑問なんですけれど、これ既製品ではなくあつら

えて作っていただくものかと思うんですが、これ実際使う材料木製なんですけど、

何か特殊な木材を使うだとか、何かこれだけお金がかかるような特殊な事情という

ものがあるんでしょうか。 

○議長（吉田敏郎） 

参事兼学校教育課長。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

素材とすれば昨今の木材の不足みたいなこともございまして、国産材で１００％

作られているというようなことを仕様に入れてございますが、基本的には既製品を

ベースに、ただ設置する際に既存のものと合わせるようなことでの寸法の多少の調

整、それとあとコンセント等の場所の関係がございますので、そこをいじったぐら

いで基本的には既製品を新規に購入して設置をするというような内容になります。 

以上です。 

○議長（吉田敏郎） 

ほかに質疑ございませんか。 

８番、山本議員。 

○８番（山本研一） 

８番、山本です。 
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先ほどの説明で生徒数が増えたからというのが主な理由というふうに理解したん

ですけれども、生徒数が増えるとなるとロッカーだけじゃなくていろんなもので不

足が生じる可能性というのが考えられますけども、ここの中でこういうものも足り

なくなるんじゃないかとかそういった今の段階で推測されるものというのは何かあ

れば、教えてもらいたいと思いますけど。 

○議長（吉田敏郎） 

参事事兼学校教育課長。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

お答えいたします。 

現時点で不足しているものという部分では、特にＧＩＧＡ関係のところでかなり

開成町先進的に議員の皆様にも御理解をいただいて、必要な物品・備品等をかなり

充実させていただいております。それとコロナ関係の衛生面においても、網戸の設

置ですとか、また除菌の委託等もお認めいただいて、かなりきめ細かい対応をいた

だいているようなことがあります。 

今回、本当に今おっしゃっていただいたように、生徒が増えている分と特に空き

教室が今回３クラス増えたということで、使用するというようなことで３教室が空

き教室としていろんな収納物品等を置くスペースがなくなったということが一番大

きい原因でございまして、今現在３年生と４年生のところに１クラスずつ空き教室

があるだけで、今ほとんど備品等を置くとそれ以外に置くようなスペースがないよ

うな状況でございますので、今回ロッカーの設置に至った、購入に至ったというよ

うなことでございますので、今後も今御心配いただいているとおり、学校からの要

望に従って、不足しているものというのは我々もできる限り予算化してそろえてい

きたいと考えておりますけれども、基本的に今物品・備品関係で極端に不足してい

るというようなことは基本的にはないものと思っておりますし、令和５年度の予算

策定のところで学校のほうにもきちんとヒアリングして、必要なものは予算化につ

なげていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（吉田敏郎） 

８番、山本議員。 

○８番（山本研一） 

８番、山本です。 

今の説明でよく分かりました。基本的に足りなくなって南小学校にこれだけのも

のを追加するというのは理解できましたけれども、この項目だけを見ると、南小学

校にこれだけ、今同僚議員からも話があったように結構高額なロッカーを設置する

というそういう見方もする町民の皆さん、当然いると思います。 

何が言いたいかというと、開成小学校と南小学校のバランス、これが校舎自体は

もうしょうがない部分はあると思いますし、南小学校は生徒が増えて、開成小学校

はそんな状況じゃないと思うんでその辺もしょうがないとは思うんですけれども、
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これからやっぱり学校の設備・備品などを購入する場合は基本的にはできるだけ南

小学校・開成小学校の格差が出ないよう、バランスよくやっていくべきだと思うん

ですけど、この辺の基本的な考え方、町長いかがでしょうか。 

○議長（吉田敏郎） 

町長。 

○町長（府川裕一） 

山本議員、言われるとおりだと思います。多分南小学校を今回、ロッカーを追加

したというのは元々のロッカーが小さい、開成小学校のはそれなりの大きさがある

ので、そこに上乗せするまではないというのは聞いておりますので、そういう実情

もある中できちんと格差が出ないような対応というのはこれからもきちんと考えな

がらやっていきたいと思っています。 

以上です。 

○議長（吉田敏郎） 

よろしいですか。 

ほかに質疑ございますか。ございませんか。 

（「なし」という者多数） 

○議長（吉田敏郎） 

ないようですので、続いて討論を行います。 

討論のある方いらっしゃいますか。 

（「なし」という者多数） 

○議長（吉田敏郎） 

討論がないようですので、採決を行います。 

議案第３５号 財産の取得について（令和４年度開成南小学校児童用木製ロッカ

ー購入事業）、原案に賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを押してく

ださい。ボタンの押し忘れはございませんですね。それでは採決を締め切ります。 

（賛 成 全 員） 

○議長（吉田敏郎） 

採決の結果、賛成全員によって可決しました。 

日程第３ 議案第３６号 令和４年度開成町一般会計補正予算（第４号）を議題

とします。 

予算書の説明を順次担当課長に求めます。 

財務課長。 

○財務課長（高橋清一） 

それでは議案第３６号 令和４年度開成町一般会計補正予算（第４号）について、

御説明させていただきます。 

資料４ページを御覧ください。第１表、歳入歳出予算補正です。 

歳入になります。１４款国庫支出金、２項国庫補助金、補正額８１９万４，００

０円です。 
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次に、資料５ページを御覧ください。 

歳出になります。２款総務費、１項総務管理費から１３款予備費１項予備費まで

の補正額の計８１９万４，０００円です。 

歳入歳出ともに８１９万４，０００円を増額補正いたしまして、合計額について

は６９億１，８１５万１，０００円とするものでございます。 

それでは、補正予算の詳細を、歳入歳出補正予算事項別明細書により御説明させ

ていただきます。資料１０ページを御覧ください。 

２、歳入です。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

それでは、歳入から御説明申し上げます。 

１４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１２節地方創生推

進交付金、説明欄、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金８１９万４，

０００円でございます。 

こちらにつきましては、歳出で御説明をいたします公共交通対策関係事業費及び

町立園・学校給食費保護者負担軽減事業の２事業に充当するものでございます。 

続いて３、歳出に移ります。 

２款総務費、１項総務管理費、５目企画費、１８節負担金、補助及び交付金、説

明欄、地域交通事業者燃料価格高騰対策緊急支援金７４万２，０００円。こちらは

地域の足となる地域公共交通の維持確保を図るため、町内に路線を持つ一般乗り合

いバス事業者、町内を営業区域に含むタクシー事業者に対して燃料費の高騰分を補

助するものでございます。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

続きまして、９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費、説明欄、給食事業特

別会計繰出金、繰出金７４５万２，０００円になります。こちらにつきましては、

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、物価高騰による学校給食費へ

の影響が懸念されているその対応といたしまして、令和４年度における新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の取扱いにおいて、活用が可能な事業とし

て物価高騰に伴う学校給食等に関する負担軽減を行う事業が示されたことから、こ

れまでどおりの栄養バランスや量を保った学校給食が実施されるよう、また物価高

騰等に直面する保護者の負担軽減を図るため必要な支援を迅速に行うため、交付金

を活用し、給食食材費を補完するものです。 

なお、食品等の物価変動につきましては、総務省及び神奈川県が公表しておりま

す消費者物価指数に基づき算定をしてございます。 

続いて、２項開成小学校費、１目学校管理費、説明欄、学校管理運営関係費、給

食室内休憩室扉設置工事費３９万６，０００円です。こちらは神奈川県保健福祉事

務所による本年５月２０日の特定給食施設等の実地調査及び指導実施におきまして、

開成小学校給食室わきの控室について、現状で給食室との間を隔てる扉の設置がな

いことにつきまして、衛生上の問題があるとの指摘がございましたので、これに対
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応して措置をするもので、控室の入り口部分にスライド式のドアを新設するもので

す。なお２学期中に再調査が予定されておりますことから、早期着手の必要性から

今回の補正予算に計上してございます。 

○財務課長（高橋清一） 

続いて、１３款予備費でございます。今回の補正による歳入歳出の差額について、

予備費を３９万６，０００円の減額により調整いたします。 

説明は以上となります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田敏郎） 

説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑をどうぞ。ございませんか。 

１０番、井上慎司議員。 

○１０番（井上慎司） 

１０番、井上慎司です。 

歳出のほうの企画費、公共交通対策関係費なんですが、これ地域のバス・タクシ

ー業者さんへの補助金かと思いますが、これ以前にも同じような取組をされて、そ

のときに具体的にどういった効果が得られたのか、あと今回またこの同じ取組をす

る中で一体どういった効果を望んでおられるのか、そういった部分をお聞かせくだ

さい。 

○議長（吉田敏郎） 

参事兼企画政策課長。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

ただいまの御質問にお答え申し上げたいと思います。 

先だって行われましたこういった補助につきましては、その内容は当時いわゆる

外出を控えましょうということで利用者が減るであろうと、ここの部分について会

社の経営を維持するためにという目的でございました。今回につきましてはいわゆ

る燃料費の高騰によりまして運賃を値上げしない中で会社を運営していくに当たっ

てということで、こちらは燃料費の高騰分の補助になりますので、少し意味合いが

違うということで、それぞれ効果があるものというふうに考えてございます。 

○議長（吉田敏郎） 

よろしいですか。 

１０番、井上慎司議員。 

○１０番（井上慎司） 

１０番、井上慎司です。 

そうなってくると今回、ガソリン代の補塡ということで町内を通るということな

んですが、町内だけで営業されているわけではなく、もちろん近隣市町通行するか

と思うんですが、こういった取組は開成町だけでしょうか。それとも同じような取

組を近隣でもされているのでしょうか。 

これが開成町だけで運営されているのであれば、町民への一定の返ってくる部分

というものがあるかと思うんですが、これが広域で活動されているような公共交通
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機関ですと、どの程度町民へ返ってきているのかなという部分があまり明確ではな

いかと思うので、そういった部分の御答弁よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田敏郎） 

参事兼企画政策課長。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

まずバス、それからタクシーですね、バス事業者については１法人、タクシー事

業者については２法人ということで、開成町がここで補助をしますのはその会社の

中で開成町分として算出をされた台数分だけです。バスで申し上げますと１４台、

タクシーでございますと２社合わせて２１台、これについては開成町ということで

事業者さんのほうから数字を頂戴してございます。 

それから他社というお話になりますと、実は神奈川県におきましては既に６月の

補正で燃料高騰分、２分の１を補助するということで補正予算が通ってございます。

開成町はその残りの２分の１を補助する形になりますので、いわゆる高騰分につい

ては県と町の分を合わせますとカバーできるというふうに考えているところでござ

います。 

○議長（吉田敏郎） 

１０番、井上慎司議員。 

○１０番（井上慎司） 

１０番、井上慎司です。 

今回の補正の具体的な内容、十分理解いたしました。そういった中で一体この補

助事業でどの程度効果が出たのか、町民にとってどれだけ価値のあるものだったか

というのはしっかり今後検証していっていただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

答弁は結構です。 

ほかに質疑ございますか。ございませんか。 

（「なし」という者多数） 

○議長（吉田敏郎） 

ないようですので、続いて討論を行います。 

討論のある方いらっしゃいますか。 

（「なし」という者多数） 

○議長（吉田敏郎） 

討論がないようですので、採決を行います。 

議案第３６号 令和４年度開成町一般会計補正予算（第４号）、原案に賛成の方

は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを押してください。ボタンの押し忘れはご

ざいませんですね。それでは採決を締め切ります。 

（賛 成 全 員） 

○議長（吉田敏郎） 
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採決の結果、賛成全員によって可決しました。 

日程第４ 議案第３７号 令和４年度開成町給食事業特別会計補正予算（第１号）

を議題とします。 

予算書の説明を担当課長に求めます。 

参事兼学校教育課長。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

それでは議案第３７号 令和４年度開成町給食事業特別会計補正予算（第１号）

について、説明をさせていただきます。 

３ページを御覧ください。第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

歳入。２款繰入金、補正前の額１２１万円、補正額７４５万２，０００円、合計

８６６万２，０００円を補正するものでございます。 

４ページになります。 

歳出。１款給食事業費、１項給食材料費、補正前の額１億６９万１，０００円に

対しまして、補正額７４５万２，０００円、合計１億８１４万３，０００円となり

ます。 

歳入歳出ともに補正前の額１億７４万６，０００円、補正額７５２万円となり、

合計額は１億８１９万８，０００円となります。 

次に９ページを御覧ください。歳入の明細になります。 

２款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金ということで、先ほど一般

会計の補正予算でお話しさせていただきました令和４年度新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金を受けまして、一般会計から給食特別会計のほうに７４

５万２，０００円を繰り入れるものでございます。 

次に１０ページを御覧ください。歳出になります。 

１款給食事業費、１項給食材料費、２目給食材料費となります。説明欄でござい

ます。７４５万２，０００円の内訳を示してございます。 

開成小学校給食材料費といたしまして１９９万８，０００円。 

開成南小学校給食材料費として２５６万３，０００円。 

中学校給食材料費として２１９万９，０００円。 

幼稚園給食材料費といたしまして６９万２，０００円の計７４５万２，０００円

となります。 

説明は以上となります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田敏郎） 

説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑をどうぞ。 

１０番、井上慎司議員。 

○１０番（井上慎司） 

１０番、井上慎司です。 

今回この補正で、説明のほうで給食の材料費のほうの補塡に充てるということな

んですが、実際今給食のほうでデザートが減ってきたんじゃないかな、なんていう
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声を聞いております。栄養士さんのほうも大分苦慮されているような状況なのでは

ないかと思うんですが、今回のこの材料費を賄うことによって、各御家庭で負担す

る給食費が下がるという形でしょうか。あるいは、給食費は据置きで今後デザート

が減った、あるいはおかずの数が減らないように等の対応のために、実質的な値上

がり分を補塡するための補正ということでしょうか。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田敏郎） 

参事兼学校教育課長。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

お答えいたします。 

おっしゃられるとおり、実質分の値上げ分の補完ということになります。 

以上です。 

○議長（吉田敏郎） 

１０番、井上慎司議員。 

○１０番（井上慎司） 

実質分ということで、給食費は変わらずこのままということかと思います。 

この補正の期間ということで、年度いっぱいということになるかと思うんですが、

今年度は終了以降というところがどうなってくるのかなというのがちょっと心配す

るところなんですが、次年度以降同一の状況が続くようであれば、給食費の値上げ

はやむを得ないのか、あるいはそういった部分を予算のほうで組み入れながら給食

費は据置きで考えておられるのか、現時点でお分かりになられれば御答弁をお願い

します。 

○議長（吉田敏郎） 

参事兼学校教育課長。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

お答えいたします。 

特に現時点で具体的なものは持ってございませんが、今後も物価上昇ということ

は現実的に起こっていることでございますし、コロナの状況、それと農作物の異常

気象による収穫の状況、またウクライナ情勢等様々な要因ございまして、物価上昇

がこのまま続いていくというような状況が十分に考えられますので、今後給食管理

委員会等を通して具体的な協議を始めていきたいと現在は考えているところでござ

います。 

以上です。 

○議長（吉田敏郎） 

よろしいですか。 

ほかに質疑ございますか。ございませんか。 

（「なし」という者多数） 

○議長（吉田敏郎） 

ないようですので、続いて討論を行います。 
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討論のある方いらっしゃいますか。 

（「なし」という者多数） 

○議長（吉田敏郎） 

討論がないようですので、採決を行います。 

議案第３７号 令和４年度開成町給食事業特別会計補正予算（第１号）、原案に

賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを押してください。ボタンの押し

忘れはございませんですね。それでは採決を締め切ります。 

（賛 成 全 員） 

○議長（吉田敏郎） 

採決の結果、賛成全員によって可決しました。 

以上をもちまして、本７月随時会議に付議された案件の審議は全て終了いたしま

した。これにて散会をいたします。 

お疲れさまでした。 

午前９時２９分 散会 
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